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各務原市立那加中学校区 「ほめ効果」（講演会型＋体験活動型＋サロン形式） 

開催日:７月 31 日（火） 

講師：一般社団法人 
ほめる達人協会  
講師 高橋恵美 氏 

 

・ＰＴＡ会長のあいさつ：家族の話からほめる事への
関心が高まっての参加 

・教頭より ねらい：①ママ友になる。②子育てでほ
めるスキルアップ 

●ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ：誕生日順に並ぼう 自己紹介 
●ほめるとは：人・モノ・起きる出来事の価値
を発見して伝える。 

●ほめることの効果 人をほめれば自分も 
●ワーク １.変換（見方を変える）       

２.同じ指示でも 同じ絵はできない 
３.出来事の価値  
４.家族のプレゼン 

●３Ｓ＋１（すごい、さすが、すばらしい＋おしい）で相手
を認め、意欲を喚起 

●世の中で起きる事への自分の構え   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

コメント 

講師はＰＴＡ役員をされ

ていた方です。講師の苦労や

努力が実にリアルで共感を

呼び、説得力があります。ワ

ークを通じてスキルが向上

したり、継続への意欲が高ま

ったりすることができます。 

中学校区の取り組みが良

いですね。多くのつながり

（ママ友）を生んでいます。 

＜感想等＞ 

・ほめることの効果はもちろん、ピグマリオン効果についてもとても関心がわ
きました。わが子を信じること、それが成長につながると思い、日常を見直
し、小さなことから褒めていきたいと思います。また、今日は那加中校区の
合同研修会ということで、今まで関わったことがない方とお話しする機会が
持てて、とても良かったです。 

・今日学んだことを家族、周りの人たちに対して、活かしたいと思います。帰
ったらすぐ始めようと思います。そして、子どものことを信じるようにした
いと思います。講師の方が、同世代の子どもを持つ親さんだったので、親近
感がわき、共感できることばかりで、とても聞き易かったです。 

 

瑞穂市立西保育・教育センター 風船バルーンショー（行事参加型＋体験活動型） 
開催日：８月１０日（金） 

講師： ふうせん太郎さん 

 

 

○講師が風船を一気に膨らます、鼻でも膨らます、

風船で花を作る、渦巻きを作る、飛ばす等、風

船遊びや楽しいお話で、面白く、にぎやかで、

安全な活動をしました。 

・風船の国からふうせん太郎がやってくるお話が

導入。保護者会会長による朗読 

・バルーンでマジシャン・侍・天使に変身 

・風船に入っちゃった・みんなで風船遊び  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○コメント 

いつ割れるか分からない。ド

キドキわくわくの風船ショー。

いろんなものに変身する。まさ

か人が風船の中に入れる。とい

った「ビックリ・楽しい」の活

動でした。講師の巧みな話術と、

安全への配慮が楽しさを倍増し

ています。子どもたちの素直さ

が輝いて見えました。 

＜感想等＞ 
・風船ショーも楽しかったですが、明るい太郎さんのお話しぶりも、笑わ
せてもらえて、良かったです。子どもも喜んでいました。 

・子どもが風船の中に入ったところがすごかったです。みんなの笑顔がキ
ラキラしていました。 

・子どもが選ばれて、喜んでやっていたところ、大きな風船に入ってジャ
ンプしたところが良かった。保護者会長さんの紙芝居、すごく上手でし
た。 

 
 

岐阜県環境生活部  
 環境生活政策課 
家庭教育推進専門職：河野  
（℡058-272-8752） 
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 本年度版リーフレット（A４版）を、幼稚園、小学校１年・４年、各市町の公共施設に配布しました。「話そ
う！語ろう！わが家の約束」運動の周知を図るためです。皆様に５月のリーダー研修会で交流していただい
たおかげで実践が広まりつつあります。交流するという事がとても大事だと感じました。事例を紹介してい
ただいた、所・園・学校の皆様ありがとうございます。 
 今回紹介する所・学校は他のところで実践された内容をアレンジして進めています。家庭教育学級のネッ
トワークが生かされていると感じます。リーフレットを載せました。岐阜地区の事例の紹介もあります。 
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①瑞穂市立西保育・教育ｾﾝﾀ  ーできるかな？チャレンジ＆スキンシップday★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【実践された方の感想】 

・この取り組みによって やろうという意識が出
てきた。 

・やってよかったという声が多い。 
・1つ1つの事をやろうという意識で、やっていな
かった事ができるようになった。 

・終わっても、継続できている。 
・やれた時に、褒めて・ハグして意欲が上がって
いる。 

○「褒める・ハグ」の効果が出ていますね。子ど
もは喜んでいますね。 
  

 

「あみだく
じ」になっ
ています。 

年長さん・年中さん・年少さ
んの実態に合わせています。 

活動内容は 「褒める、ハグ」 
① 期間中に、１日１つチャレンジしよう。 
② チャレンジできたら、たくさん褒めて、ハグしましょう。 
③ 日付を書いて色を塗りましょう。 
④ 期間：７月９日から７月３１日の間の５日間 
「褒める事、ハグする」を目的にした取り組みです。この活動は同じ

市内の「南保育・教育センター」で前に実践されたということです。互
いに実践を交流する中で、やってみることが大事ですね。 
カードに工夫がありますね。また、短い期間ですので、やってみよう

と思えることも工夫の一つですね。 
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②本巣市立真正中学校 「家庭学習取組強化週間」 

「ノースマホ・ノーゲーム・ノーTV週間」わが家の約束づくり 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実践された方の感想】 
（生 徒） 
・＜わが家の約束＞ 
スマホを親に預けて学習に集中できるようにする。 

 ＜取組後の感想＞ 
 毎日テストに向けて、集中して学習することができた。こ
れからもたくさん勉強できる習慣をつけておきたい。 

（保護者） 
・テレビを全くつけない、ゼロにして、実行しました。その
おかげで、普段読まない新聞を読んだり、勉強も集中して
取り組んだりしていました。本当によい取組でした。親子
の会話も増えて、良いこと尽くしでした。 

・スマホ、ゲーム、テレビも全く排除して勉強することはな
かなか難しかったけれど、弟や妹にも協力してもらい静か
な環境をつくることはやはり集中力につながったようで
す。・・後略・・ 

 

話し合った
内容が分か
ります。 

実際の効果
が読み取れ
ます。 

正しい内容を知らせ、望む
姿を示しています。 

活動内容 定期テスト前の期間 家族ぐるみ 

事前に（5月ごろ）案内を配布し、目標を家族で話し

合って決めます。以前はテスト勉強の取組表に入れてい

ましたが、取組を明確にするためにこの表を作成しまし

た。取組始めて数年になりますが、保護者には好評です。 

取組の評価と、その時間、学習時間を入れることで、

意識の継続が出来ています。個々での評価反省が行われ

ていますが、ＰＴＡ全体としても取組の評価アンケート

が行われ、結果を保護者への配付、ＨＰに公表されてい

ます。取組に素直に対応する保護者や、集計をしていた

だいている教頭先生に脱帽です。 

この取組を通して、スマホ・ＴＶ・携帯に関する話し

合いが家庭でされていることが重要な意味があり、校区

の小学校も一緒に関わり、継続されてきていることから、

学校・家庭・地域の安定感を感じます。 
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